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創立35周年記念大会
盛大に開催

昭和57年度税制改正に
ついて要望

「脳力開発の教育コ
城野宏一

通行量調査まとまる・
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企業経営のカンどころ・

「青色申告で明るい経営」
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製造管理21年
プレス金型3年
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安
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手取賃金
(月収)

3

子

57

般事務

。管
20年

保安関
N年

臨床検査助手

4

56

300,000

・'・ 6

本

切断
(ガス)

給食調理

26

5

理

120,000

昭和56年11月10日(毎月1 回10日発行)

職業紹介状況(9月)学卒・パートを除く(奈良公共職業安定所)

人

勤務時間
(休日)

機械関係
トレース 3年

親しめる
頼れる

商工会議所

54

係

8:30~ 17:30
(日・祝)

120,000

(フ)

般事務

工
20年

計算事務20年

28

9:00~17:00
(日・祝)

希'

総合

項

160,000

勤務
(通・

検査助手2年

1

57

望

8:30~ 17:00
(日・祝)

目

200,000

給

58

8:00~17:00
(日・祝)

奈良
(通)

規
間

80,000

食調
4年

8:00~ 17:00
(日・祝)

奈良
(通)

140,000

規模

有効

般事務
8年

規
間有効求職者

理

9:00~17:00
(日・祝)

奈良
(通)

]00,000

不問

住所

区分

9

奈良市消費者物価指数

9:00~17:00
(日・祝)

奈良
(通)

求
人

不問

80,000

奈良市

六力

-10

1哉

1哉

配偶者
の有無

8:00~17:00
(日・祝)

奈良
(通)

人

不問

80,000

奈良市

求

者

8:30~17:00
(日・祝)

奈良
(通)

件

不問

計

有

奈良市

人

学歴・資格

9:00~17:00
(日・祝)

7月

奈良
(通)

不問

奈良市

969
2,401

普通自免高卒

イ豆

奈良
(通)

上昇率

不問

男

103.9

対前月比

普通自免大卒
(法学音円

有

生駒市

270

],145

8月

生駒
(通)

8月

4.646

不問

67]
1.639

奈良市

有

奈良
(通)

641

女

103.1

旧

不問

-0.5

普通自動車免許
衛生管理者

(昭和55年=100)

147

有

奈良市

253
0.52

585
2,371

中卒

不問

298

前年上ヒ0

奈良市

有

762

食料

298

-0.6

高小卒

不問

123

訓練校トレース科卒
普通自免短大卒

133

2.8

生駒市

△ 0.2

0.69

560

2,275

乗客数

奈良市

13.1
△ 7.5

住居

343

103.2

旧

120

2.6

卒大
臨床検査学校夜問在学中

有

0.33

摘要

3.6

9月

中卒

10.3
△11.フ

月別

有

△]フ.0

103.4

102.3

国鉄奈良駅
(国鉄奈良駅・奈良交通)(人)

0.02

(総理府統計局)

小卒

旧

8

乗

106.4

103.5

月

中卒

9

奈良交通名所めぐり

客

月

諸雑費

464,282

106.8

奈良公

98.9

奈良県倒産状況 9月

乗客

388,618

103.3

"別

92.5

14,062

乗

]03.3

6,233

8

摘叟

客

月

6,029

件数

9 月

3,241

前年同月

13

(内整理を含む負債1,000万円以上)帝国子ーターバンク

金
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懸
案
で
あ
っ
た
創
立
三
十
五
周
年

記
念
大
会
は
、
先
月
二
十
一
日
、
会

貝
ら
千
二
百
名
を
集
め
盛
大
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
▽
「
親
し
め
る
、
頼
れ

る
会
議
所
」
と
い
、
つ
言
葉
を
、
今
大

会
に
お
い
て
も
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

と
し
て
使
用
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

と
り
も
な
お
さ
ず
会
議
所
と
会
員
と

の
ハ
イ
プ
を
強
く
す
る
こ
と
が
目
的
。

加
え
て
所
運
営
に
参
画
し
て
頂
き
、

太
く
す
る
こ
と
も
肝
心
な
こ
と
で
す
。

ワ
三
十
五
周
年
を
契
機
と
し
て
、
こ

の
。
ハ
イ
プ
を
よ
り
強
く
、
太
く
す
る

た
め
、
一
層
努
力
す
る
こ
と
が
当

所
に
果
せ
ら
れ
た
使
命
で
あ
る
と
痛

感
し
て
お
り
ま
す
。
皆
さ
ま
方
の
温

か
い
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
・
い
致

し
ま
す
。
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盛
大
に

創
立
鉐
周
年
記
念
大
会

千
二
百
名
が
参
加

創
立
三
十
五
周
年
の
記
念
大
会
は
去
る
十
月
二
十
一
白
午
後
一

時
三
0
分
よ
り
県
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
に
会
員
ら
千
二
百
名
を
集

め
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。
同
零
大
会
で
は
永
年
勤
続
議
貝
.

職
員
並
び
に
優
良
従
業
員
の
表
彰
式
を
実
施
し
た
ほ
か
、
当
所
会

員
二
千
五
百
余
名
の
総
意
を
結
集
し
た
大
会
宣
言
を
満
場
一
致
で

決
議
。
当
所
青
年
部
の
光
と
音
楽
の
巧
み
な
演
出
に
ょ
り
記
念
大

会
は
す
ば
ら
し
い
盛
り
上
が
り
を
み
せ
た
。

記
念
大
会
は
近
東
弘
七
大
会
実
行
在
の
経
済
環
境
は
非
常
に
厳
し
い
も

委
貝
長
の
開
会
の
こ
と
ぱ
で
幕
を
あ
の
が
あ
る
が
、
三
年
後
の
わ
か
く
さ

け
、
ま
ず
、
君
が
代
を
斉
唱
、
こ
の
国
体
を
は
ヒ
め
懸
案
事
項
も
目
白
押

あ
と
物
故
者
に
黙
禧
を
捧
げ
た
。
次
し
。
こ
れ
か
ら
も
会
議
所
を
中
心
に

い
で
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
小
林
会
頭
よ
り
一
層
団
結
を
は
か
り
地
域
商
工

は
「
会
貝
み
な
さ
ま
の
お
蔭
で
、
こ
業
発
展
の
た
め
努
力
し
て
く
だ
さ
い
」

こ
に
創
立
三
十
五
周
年
を
迎
之
る
こ
と
激
励
。
木
山
奈
良
市
長
も
奈
良

と
が
で
き
た
。
今
な
お
、
経
済
情
勢
国
体
を
機
会
に
,
旅
の
人
を
温
か
く

は
厳
し
い
も
の
が
あ
る
が
、
こ
の
三
迎
え
る
0
 
運
動
を
徹
底
す
る
と
と
も

十
五
周
年
を
契
機
と
し
て
、
二
十

に
観
光
産
業
を
中
心
に
力
を
入
れ
て

世
紀
へ
の
展
望
を
踏
ま
え
、
唯
一

ゆ
き
た
い
。
会
議
所
と
し
て
も
、

の

地
城
総
合
経
済
団
体
と
し
て
の
使
命
極
的
な
事
業
活
動
を
期
待
し
ま
す
。
L

達
成
の
た
め
邁
進
し
て
ゆ
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
ま
た
日
商
代
表
の
佐

と
力
強
く
抱
負
を
語
っ
た
。

伯
大
阪
商
工
会
議
所
会
頭
は
「
創
立

こ
の
後
、
、
永
年
に
わ
た
り
当
所
発
三
十
五
周
年
と
い
、
つ
ふ
し
め
を
契
機

展
に
尽
力
さ
れ
た
役
員
議
貝
及
び
職
と
し
て
更
に
会
議
所
の
機
能
を
充
実

員
表
彰
並
ぴ
に
会
貝
事
業
所
優
良
従
し
、
地
域
経
済
の
振
興
、
発
展
に
努

業
員
百
二
名
の
表
彰
式
を
挙
行
。

力
さ
れ
た
い
し
と
そ
れ
ぞ
れ
祝
い
と

引
き
続
き
、
来
賓
祝
辞
に
入
り
、
励
ま
し
を
織
り
ま
ぜ
て
祝
辞
を
述
べ

壇
上
に
立
っ
た
上
田
県
知
事
は
「
現
た
。

゛(

喫
讐
鷺
寺
鞭
箒
箒
誕
鷺
'

漉

゛

満
場
一
致
で

批漉

.

批

大
会
宣
言

批

秘

を
決
議

擬

*

批迷
鴫
鴫
梨
讐
鴫
鴫
僻
鴫
魚

式
典
終
了
後
、
会
貝
総
会
に
移
っ

た
。
総
会
で
は
、
大
東
副
会
頭
を
議

長
に
選
出
。
紺
家
専
務
理
事
よ
り
当

所
事
業
n
総
括
概
況
報
告
の
後
提

案
審
議
に
入
っ
た
。

ま
ず
、
岡
本
小
売
部
会
長
が
「
創

造
性
に
富
み
活
力
あ
る
中
小
企
業
の

振
興
に
万
全
を
期
さ
れ
た
い
」
と
提

案
、
続
い
て
植
田
繊
維
工
業
部
会
長

が
奈
良
の
総
合
地
域
整
備
に
つ
い
て

そ
れ
ぞ
れ
提
案
を
行
い
、
何
れ
も
満

場
一
致
で
採
択
し
た
。

続
い
て
大
厶
至
旦
言
審
議
に
入
り
、

水
谷
青
年
部
長
が
会
貝
二
五
0
0
有

余
名
の
総
意
を
結
集
し
た
宣
言
文
を

高
ら
か
に
朗
読
。
本
件
に
つ
い
て
も

原
案
通
り
(
表
紙
)
可
決
し
た
。

こ
の
後
、
大
会
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

に
入
り
、
田
端
巽
夫
今
い
く
よ
、

く
る
よ
な
ど
の
演
芸
を
楽
し
み
、
記

念
大
会
の
幕
を
閉
ヒ
た
。

?,M

奈
良
県
経
済
界
は
木
材
を
は
ヒ
め
繊
糾
等
數
多
く
の
不
況
業
種
を
有
L
て
お
り
こ
、
つ
し
た
厳
し
い
経
済
愉
勢
の
中
で

大
企
築
に
ょ
る
業
種
業
態
規
模
を
問
わ
な
い
進
出
は
大
企
業
と
中
小
企
業
と
の
問
の
紛
争
が
多
発
L
深
刻
化
し
て
い
る
。

こ
、
つ
し
た
中
で
特
に
私
は
奈
良
市
商
築
の
現
況
と
今
後
の
対
応
策
に
つ
い
て
申
L
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
.

奈
良
市
に
八
店
舗
の
大
型
店
出
店
届
出
が
あ
り
、
計
画
面
積
を
平
均
六
十
%
カ
,
ト
さ
れ
大
規
椣
小
売
店
舗
法
の
串

前
調
整
を
終
了
い
た
し
ま
し
た
こ
と
は
既
に
ご
周
知
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。
し
か
L
現
在
八
店
舗
の
内
四
店
舗
は
す
で
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、
.
、
鳥

ら
拙
さ
ぷ
り
そ
の
存
続
さ
え
脅
か
さ
れ
て
い
る
。

最
近
、
通
薯
に
お
い
て
も
こ
う
し
た
全
国
各
地
に
お
け
る
大
剛
、
店
の
築
中
豪
雨
的
道
出
を
白
粛
す
る
よ
う
行
政
指
導
が
女
さ
れ
、

又
大
規
模
小
売
店
舗
法
の
改
正
等
検
討
さ
れ
て
い
る
.

こ
、
つ
し
た
中
で
奈
良
市
内
の
三
十
六
商
店
街
で
構
成
し
て
い
ま
す
奈
良
市
商
店
街
振
興
連
絡
協
議
会
で
は
こ
の
十
月
十
六
日
今
後
八

店
舗
以
外
の
新
規
に
出
店
す
る
大
型
店
は
絶
対
に
認
め
む
い
旨
の
大
型
店
出
店
凍
結
を
決
議
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
服
奈
良
商
工
会
議
所
と
し
て
も
奈
良
市
の
よ
、
つ
な
大
型
店
過
密
地
域
に
お
い
て
は
一
定
期
問
大
型
店
の
出
店
凍
結
が
法
的

効
果
を
も
つ
よ
う
に
又
商
調
協
を
法
的
に
そ
の
地
位
を
高
め
る
よ
う
大
規
模
小
売
店
舗
法
の
強
化
改
正
を
国
に
対
し
て
強
く
働
き
か
け

る
必
要
が
あ
る
。

一
方
国
等
に
お
い
て
各
種
諸
施
策
が
講
ヒ
ら
れ
て
お
り
我
々
中
小
商
業
者
は
モ
の
活
用
を
図
り
近
代
化
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
が
、
特
に
大
型
店
の
無
秩
序
女
進
出
等
に
対
処
し
て
い
く
た
め
に
は
、
県
下
中
小
商
業
名
は
、
結
束
L
て
、
そ
の
力
を
結
纂
す
る

組
織
グ
く
り
を
県
市
ご
当
局
の
協
力
の
も
と
に
早
急
に
迅
め
一
丸
と
な
ウ
て
大
型
店
に
対
処
し
て
行
か
ね
ぱ
女
ら
な
い
。

以
上
、
こ
の
現
況
を
ふ
ま
t
商
工
会
譲
所
は
創
造
性
に
富
み
活
力
あ
る
中
小
企
業
の
扱
契
に
万
全
を
期
さ
れ
る
こ
と
を
強
く
要
望
い

た
し
ま
し
て
提
案
い
九
L
ま
す
。

に
オ
ー
プ
ン
あ
る
い
は
大
規
模
小
売
店
舗
法
上
の
調
整
を
熱
了
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
女
状
況
の
中
で
新
規
出
店
届
出
が
女
さ
れ
て
又
奈
良
市
の
隣
接
地
の
生
駒
市
鹿
畑
に
大
型
店
出
店
計
画
が

な
さ
れ
る
女
ど
大
型
店
の
無
秩
序
な
店
舗
展
開
は
依
然
と
し
て
衰
、
え
を
み
せ
ず
奈
良
市
中
小
商
業
名
の
経
営
を
根
底
か

、
パ
、
、
一
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植
田
臺
一
一
郎
繊
靴
工
業
部
会
長

七
十
年
代
に
始
0
た
我
が
国
を
め
ぐ
る
内
外
情
勢
の
急
激
女
変
化
は
、
八
十
年
代
に
更
に
厳
し
さ
を
加
え
よ
う
と
し
て
い
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
問
閣
に
端
的
に
現
れ
て
い
る
よ
う
に
、
発
展
を
制
約
す
る
様
々
の
要
因
が
一
層
強
ま
る
こ
と
も
覚
悟
し
て
お
か
む
け
れ
ぱ
を
ら

女
、我

々
は
既
に
た
び
た
ぴ
の
危
機
に
直
而
し
乍
ら
、
常
に
自
主
独
立
の
企
業
家
精
神
と
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
を
ふ
る
い
お
こ
し
、
多
く
の

困
帷
に
柔
歉
に
対
応
し
、
地
域
の
発
展
と
歩
み
を
共
に
し
て
来
た
。

天
平
の
豊
か
な
文
化
の
伝
統
と
美
し
い
自
然
に
恵
ま
れ
た
ふ
る
き
と
の
地
奈
良
は
長
い
日
本
の
歴
史
の
中
で
、
外
国
か
ら
摂
取
し

斐
化
を
我
が
国
の
風
士
の
中
で
青
て
、
酸
成
さ
せ
て
来
た
。
文
化
は
市
民
の
生
活
を
質
的
に
充
実
さ
せ
社
会
に
ゆ
と
り
と
活
力

を
与
、
え
る
。
成
熟
経
済
の
時
代
は
質
の
高
い
文
化
の
時
代
と
い
ぇ
る
し
、
物
質
的
量
的
、
充
足
が
満
た
さ
れ
た
現
在
人
々
の
文
化

へ
の
欲
求
は
、
ま
す
ま
す
高
ま
η
、
環
境
の
整
傭
と
相
俟
0
て
、
近
年
人
口
は
急
激
に
増
加
の
一
途
を
辿
つ
て
い
る
。
我
々
は
先
人
の

残
し
て
く
れ
た
數
々
の
文
化
遺
産
に
感
謝
し
つ
、
、
地
域
に
新
鮮
む
息
吹
を
与
え
る
新
し
い
文
化
の
創
造
に
つ
と
め
な
け
れ
ぱ
な
ら

0
昨
今
地
方
の
時
代
と
云
力
れ
、
地
域
が
夫
々
の
主
体
的
女
選
択
を
通
ヒ
魅
力
に
溢
れ
た
地
煉
社
会
を
形
成
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。消

費
者
二
ー
ズ
の
個
性
化
多
様
化
が
す
、
み
ヤ
ス
プ
ロ
製
品
で
な
い
予
d
く
り
の
良
さ
が
見
直
さ
れ
?
あ
る
現
在
地
域

に
基
盤
を
も
ち
、
永
い
歴
史
に
青
て
ら
れ
た
独
自
の
伝
靴
産
業
や
地
場
産
業
と
新
し
い
先
端
技
術
産
業
の
青
成
を
促
進
し
、
時
代
の
変

化
に
適
応
し
栂
る
パ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
産
棄
構
造
実
現
を
図
る
こ
と
。
長
期
旦
つ
国
際
的
見
地
か
ら
は
、
関
西
新
国
際
空
倦
の
建
設
と

ア
ク
セ
ス
交
通
の
整
偵
京
阪
奈
学
術
研
究
都
市
計
画
総
合
交
通
体
系
の
整
債
推
進
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
の
建
設
硬
に
国
際

化
の
進
展
の
中
で
、
今
後
の
地
域
社
会
中
小
企
業
の
発
展
を
支
え
る
、
、
ハ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
と
進
取
性
創
造
性
を
発
揮
す
る
人
材
青

成
の
機
関
と
な
る
学
術
体
制
の
破
立
等
早
急
に
着
手
す
ぺ
き
緊
要
女
問
廊
は
山
積
し
て
い
る
。

財
政
再
建
を
は
じ
め
、
内
外
に
幾
多
の
困
難
を
か
、
・
言
び
し
い
制
約
下
に
あ
η
乍
ら
、
真
剣
に
現
実
を
直
視
し
、
活
力
と
ゆ
と
η

の
あ
る
均
衡
の
と
れ
た
地
域
牡
会
形
成
実
現
の
為
に
い
か
な
る
努
力
を
す
る
か
は
、
地
域
の
永
い
将
来
に
決
定
曽
影
響
を
及
は
す
程

の
重
要
性
を
も
つ
て
い
る
。
今
日
奈
良
商
工
会
議
所
創
立
三
十
五
周
年
の
意
義
あ
る
日
に
改
め
て
、
冷
静
な
決
断
と
勇
気
あ
る
行
動
の

担
い
手
は
強
い
郷
土
愛
と
旺
盛
な
パ
イ
オ
一
チ
ー
精
神
に
燃
え
る
我
々
地
元
中
小
企
業
者
で
あ
り
、
そ
の
よ
り
と
こ
ろ
は
我
が
商
工
会

議
所
を
措
い
て
な
い
こ
と
を
強
く
ア
ビ
ー
ル
し
た
い
.
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市

市
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T

奈

京

お
馴
染
み
の
ス
タ
ー
が

登
場
す
る
た
び
に
大
会

気
分
は
大
い
に
盛
り
上

力
る

、

ご
あ
い
さ
つ

先
般
、
当
所
創
立
三
十
五
周
年
記
念
大
会
を
催
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
御

多
忙
中
に
も
拘
わ
り
ま
せ
ず
、
役
貝
、
議
貝
、
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
多
数
ご
出
席
賜
わ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

お
陰
を
も
ち
ま
し
て
盛
会
裡
に
終
了
で
き
ま
し
た
こ
と
は
、
こ
れ
偏
に

皆
様
の
ご
高
配
の
賜
と
深
謝
致
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
上
は
、
親
し
め
る
、
頼
れ
る
商
工
会
議
所
と
し
て
努
力
を
重
ね
て

参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。
何
卒
変
わ
ら
ぬ
御
指
導
、
御
支
援
の
程
お
願
い

申
し
上
げ
、
お
礼
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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昭
和
"
年
度
税
制
改
正
に
つ
い
て
要
望

当
所
経
済
政
策
委
員
会
(
植
田
喜

三
郎
委
員
長
)
で
は
、
こ
の
ほ
ど
、

来
年
度
税
制
改
正
に
つ
い
て
次
の
通

り
要
望
内
{
谷
を
と
り
ま
と
め
、
日
商

{
沌
、
要
望
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

経
済
政
策
委
員
会

■
中
小
企
業
経
営
の
継
続
と
後
継
者

へ
の
円
滑
な
事
業
承
継
を
図
る
た

め
、
中
小
企
業
庁
か
九
月
一
五
日

決
定
し
た
次
の
二
項
目
は
早
急
に

完
全
実
施
を
す
べ
き
で
あ
る
。

①
事
業
用
地
毛
地
)
の
評
価
整

を
現
行
の
二
0
%
か
ら
七
五
%
に

す
る
。
(
昭
肋
直
資
5
1
r
)

②
取
引
相
場
の
な
い
株
式
の
評
価
に

収
益
還
元
方
式
を
導
入
す
る
。

(
評
基
通
一
七
八
1
 
-
九
三
)

〔
注
〕

④
前
記
①
に
つ
い
て
更
に
現
行
二

O
o
m
の
限
度
を
六
o
o
m
と
す

へ
き
で
あ
る
。

⑰
生
前
贈
与
の
制
度
化
も
実
施
す

ぺ
き
で
あ
る
。

に
つ
い
て
、
実
質
的
に
税
の
負
担

増
に
な
、
わ
な
い
よ
、
つ
に
税
率
の
刻

み
を
改
正
す
べ
き
で
あ
る
。

⑬
累
進
税
率
の
最
高
段
階
が
諸
外

国
に
比
し
て
高
い
。

②
課
税
最
低
限
は
物
価
上
昇
分
を
引

上
げ
る
べ
き
で
あ
る
。

③
資
産
合
算
課
税
制
度
を
廃
止
す
べ

き
で
あ
る
。
(
法
船
1
蛤
)

④
二
分
二
乗
課
税
方
式
を
採
用
す
べ

き
で
あ
る
。

⑤
青
色
申
告
者
の
事
業
専
従
者
の
給

与
の
金
額
等
の
届
出
制
度
を
廃
止

す
べ
き
で
あ
る
。
(
法
町
②
)

⑥
青
色
申
告
者
の
事
業
専
従
者
の
う

ち
年
間
給
与
か
七
十
九
万
円
以
下

の
も
の
に
対
す
る
配
偶
者
控
除
又

は
扶
養
控
除
を
適
用
す
べ
き
で
あ

る
d

⇔
法
人
税

①
中
小
企
業
法
人
の
軽
減
税
率
を
据

置
き
、
更
に
軽
減
税
率
適
用
所
得

限
度
を
引
上
げ
る
べ
き
で
あ
る
。

(
法
舶
措
法
g

②
同
族
会
社
の
留
保
所
得
に
対
す
る

特
別
税
率
に
ょ
る
加
算
課
税
制
度

を
廃
止
す
べ
き
で
あ
る
。
(
法
町
)

③
中
小
企
業
の
貸
倒
引
当
金
等
期
限

(

か
到
来
す
る
特
別
措
置
の
延
長
を

す
べ
き
で
あ
る
。
措
法
郭
の
6
)

四
印
紙
税

山
印
紙
税
の
税
率
の
引
上
げ
は
中
小

企
業
に
与
え
る
影
馨
は
大
き
過
ぎ

る
の
で
少
く
と
も
次
の
二
点
を
改

正
す
べ
き
で
あ
る
。

⑦
記
載
全
額
五
0
万
円
以
下
の
受

取
書
の
税
率
は
改
正
前
の
税
率
に

据
え
置
く
べ
き
で
あ
る
。

⑬
免
税
点
を
引
上
げ
る
べ
き
で
あ

る
。

国
住
民
税

①
住
民
税
の
課
税
最
低
限
の
引
上
げ

税
率
構
造
に
つ
い
て
、
物
価
変
動

に
ょ
る
実
質
所
得
の
減
少
分
に
つ

い
て
、
負
担
増
に
な
ら
ぬ
よ
、
つ
に

改
正
す
べ
き
で
あ
る
。

御
事
業
税

①
個
人
事
業
税
の
事
業
主
控
除
額
専

従
者
控
除
額
を
引
上
げ
る
べ
き
で

あ
る
。
(
地
法
花
の
玲
、
π
の
Ⅱ
)

に
つ
い
て
は
、
公
表
ま
た
は
命
令
)

に
ょ
り
、
そ
の
事
業
活
動
を
調
整
す

る
と
と
も
に
、
中
小
企
業
団
体
の
近

、

代
化
、
合
理
化
等
を
指
導
し
、
中
小

企
業
の
事
業
活
動
の
機
会
を
適
正
に

確
保
し
ょ
、
つ
と
す
る
も
の
で
す
。

な
お
、
こ
の
た
び
の
法
律
改
正
は
、

要
約
す
る
と
次
の
よ
、
つ
な
内
{
谷
と
な

つ
て
い
ま
す
。

一
、
中
小
企
業
団
体
か
ら
の
調
査
及

び
調
整
の
申
出
に
つ
い
て

①

都
道
府
県
区
域
内
の
中
小
企

業
団
体
か
ら
の
調
査
調
整
の

申
出
は
、
知
事
経
由
と
す
る
。

2
 
こ
の
場
合
、
調
整
の
申
出
に

つ
い
て
は
、
知
事
は
、
主
務
大

、し
臣
に
対
し
て
意
見
を
申
し
出
る

こ
と
が
で
き
る
。

3
 
こ
の
場
合
に
、
知
事
は
、
都

道
府
県
中
小
企
業
調
停
審
議
会

の
意
見
を
聴
く
こ
と
が
で
き
る
。

ニ
、
ダ
ミ
ー
規
定
の
改
正

こ
の
法
律
の
適
用
の
対
象
と
な

る
大
企
業
者
に
は
、
大
企
業
者
の

ほ
か
、
大
企
業
者
が
そ
の
経
営
を

実
質
的
に
支
配
す
る
中
小
企
業
者

(
い
わ
ゆ
る
大
企
業
の
ダ
ミ
ー
)

も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、

こ
の
タ
ミ
ー
は
、
単
独
の
大
企
業

か
支
配
す
る
も
の
だ
け
を
対
象
と

し
て
い
ま
し
た
か
、
こ
の
た
ぴ
の

改
正
で
、
複
数
の
大
企
業
の
共
同

支
配
に
ょ
る
ダ
ミ
ー
も
規
制
の
対

象
に
す
る
こ
と
か
で
き
る
よ
、
フ
に

①
所
得
税
の
税
率
構
造
に
つ
い
て
次

の
二
つ
の
見
直
し
を
す
べ
き
で
あ

る
。
(
法
釣
①
)

@
物
価
上
昇
に
ょ
る
収
入
増
加
分

C

菱
箒
箒
棲
鷺
等
棲
箒
鞭
鞭
響
紫
紫
箒
讐
龍
磨
讐
讐
無
讐
棲
帯
燕

漉
,
*

批
,
脳
力
開
発
の
教
育
琳邪

城
野
経
済
研
究
所
所
長

**

城
野
宏

静
鴫
鴫
鴻
鴫
墾
梨
業
鴻
梨
鴫
梨
築
築
鴫
業
鴫
業
鴫
聾
熊
鴫
僻
煮

ギ
ネ
ス
プ
ッ
ク
に
登
録
さ
れ
た
者

一
、
脳
力
開
発
で
あ
っ
て
能
力
開
発

も
出
て
き
た
。

で
は
な
い
。

昭
和
五
十
五
年
七
凡
商
工
会

人
間
は
百
四
十
億
の
脳
細
胞
を

議
所
で
、
中
小
企
業
庁
が
中
小
企

も
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
フ
ル
に
使

業
の
教
育
を
行
っ
た
時
は
「
人
間

え
ぱ
、
お
よ
そ
人
問
の
で
き
る
こ

の
脳
力
開
発
が
勝
負
を
決
め
る
」

と
は
何
で
も
で
き
る
。
人
に
ょ
っ

て
頭
が
い
い
悪
い
の
区
別
は
な
い
。
と
い
、
つ
構
演
を
し
、
こ
れ
は
中
小

企
業
庁
編
集
の
「
中
小
企
業
経
営

う
ま
く
使
う
か
使
わ
な
い
か
の
差

情
報
。
ハ
ッ
ク
郭
」
に
集
録
さ
れ
て

だ
け
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
習
慣

い
る
。
脳
力
開
発
の
経
験
に
つ
い

的
使
い
方
で
は
、
脳
の
二
%
く
ら

て
は
、
 
P
・
H
・
P
研
究
所
発
行

い
を
使
っ
て
仕
事
を
し
た
り
生
活

の
「
情
況
判
断
の
行
動
学
」
と
「
転

を
し
て
い
る
。
そ
れ
を
少
く
と
も

機
の
行
動
学
」
に
詳
説
し
た
の
で
、

三
0
%
く
ら
い
は
使
う
よ
う
に
な

興
味
を
も
つ
人
繞
ん
で
も
ら
い

る
と
今
の
約
十
五
倍
の
こ
と
は
軽

0

く
や
っ
て
の
け
る
よ
、
つ
に
な
る
。

ナ
し

つ
ま
り
、
こ
れ
ま
で
十
五
人
で
や

つ
て
い
た
こ
と
を
一
人
で
す
る
と

ユ
、か
、
十
五
時
間
か
か
っ
て
い
た
同

じ
仕
事
を
一
時
間
で
片
づ
け
る
と

た
こ
と
に
な
る
。

そ
ん
な
こ
と
が
で
き
る
も
の
か

と
思
う
人
が
多
い
か
も
し
れ
な
い

が
、
実
際
に
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
四
千
人
く
ら
い
の
人
を

教
育
し
て
み
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
個

人
差
が
あ
り
、
あ
る
人
は
二
倍
、

あ
る
人
は
四
倍
と
い
っ
た
具
合
で
、

次
第
に
高
ま
っ
て
ゅ
く
。
中
に
は

数
年
で
九
十
人
分
の
仕
事
を
や
り

と
げ
、
業
界
で
世
界
一
に
な
り
、

分
野
調
整
法
の

一
部
を
改
正

゛
」

鴫
゛

避
'
、
、
、
.

分
野
調
整
法
は
、
中
小
企
業
団
体

の
申
出
に
ょ
り
中
小
企
業
者
の
経
営

の
安
定
に
著
し
い
器
響
を
及
ぽ
す

お
そ
れ
の
あ
る
大
企
業
者
の
事
業
の

開
始
ま
た
は
拡
大
に
関
し
、
主
務
大

臣
(
大
企
業
者
の
進
出
先
業
種
を
所

管
し
て
い
る
大
臣
)
が
一
般
消
費
者

等
の
利
益
の
保
護
に
配
慮
し
つ
?

中
小
企
業
分
野
等
調
整
審
議
会
の
意

見
を
聴
い
て
勧
告
す
る
こ
と
(
違
反

な
り
ま
、
ん

イ
C

半

一

円
怯

番
(52

目
0

丁
3

5
3

路
々

大
m

条
(

四
奈
市
L

良
E

奈
T

、

に
は
違
っ
た
戦
術
を
使
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

教
育
の
や
り
方
も
、
学
校
教
育

と
同
じ
で
、
文
字
や
音
声
を
記
憶

さ
せ
、
そ
の
再
現
力
が
よ
け
れ
ば

よ
く
勉
強
し
た
と
い
う
こ
と
に
な

つ
て
し
ま
、
つ
。
こ
れ
は
側
頭
葉
に

記
憶
さ
れ
た
だ
け
で
、
他
の
脳
葉

特
に
運
動
野
と
は
関
係
が
な
い
の

で
、
人
間
の
行
動
の
変
化
と
な
っ

て
表
れ
な
い
。
脳
の
指
令
は
手
と

足
と
口
の
動
か
し
方
で
、
対
外
関

係
を
変
え
て
ゆ
く
よ
う
に
表
現
さ

れ
る
が
、
側
頭
葉
の
記
憶
だ
け
で

は
、
手
と
足
と
口
の
動
か
し
方
は

変
わ
ら
ず
、
も
と
の
ま
ま
、
つ
ま

り
脳
の
二
%
の
行
動
は
変
化
し
な

脳
力
開
発
の
教
育
は
脳
使
用

、
0

、の
基
本
姿
勢
を
変
え
、
こ
の
限
界

を
突
破
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
だ
か

ら
仕
事
の
や
り
方
も
変
わ
り
、
人

生
観
が
変
わ
り
、
人
生
の
転
換
と

な
っ
て
く
る
。
こ
の
こ
と
は
多
く

の
人
の
実
験
で
実
証
さ
れ
て
き
て

"

4

(
条
件
で
は
こ
れ
以
外
に
な
い
。
日

本
人
が
役
に
立
て
る
の
は
国
内
の

天
然
資
源
で
な
く
、
日
本
人
の
も

つ
手
と
足
で
あ
り
、
こ
れ
を
ど
、
つ

動
か
す
か
は
脳
の
指
令
な
ど
で
あ

る
。
だ
か
ら
日
本
が
今
後
も
っ
と

発
展
で
き
る
か
ど
ぅ
か
は
、
脳
の

力
を
今
迄
よ
り
も
も
っ
と
す
ぱ
ら

し
く
発
揮
で
き
る
か
ど
ぅ
か
と
い

、
つ
と
こ
ろ
に
か
か
っ
て
い
る
。
世

界
聾
は
ま
す
ま
す
複
雑
に
な
る
。

こ
れ
を
見
事
に
乗
り
き
り
、
も
っ

と
発
展
し
、
立
派
な
杜
会
と
人
間

生
活
を
つ
く
っ
て
ゆ
く
に
は
、
脳

の
力
の
発
揮
の
仕
方
、
そ
の
使
い

方
を
修
行
す
る
よ
り
外
は
な
い
だ

ろ
う
。
脳
力
開
発
教
育
を
す
す
め

る
所
以
で
あ
る
。

能
力
開
発
と
か
、
何
々
法
と
い

つ
た
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
や
り
方
の

教
育
は
、
無
数
に
行
わ
れ
て
い
る
。

し
か
し
そ
れ
は
一
つ
の
戦
術
教
育

で
あ
る
。
脳
の
働
き
方
を
変
え
る

も
の
で
は
な
い
。
特
に
ア
メ
リ
カ

の
や
り
方
を
紹
介
し
、
そ
れ
を
覚

え
て
み
れ
ば
日
本
で
仕
事
を
す
る

に
も
役
に
立
つ
だ
ろ
、
つ
と
思
っ
て

や
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
し
か

し
、
ア
メ
リ
カ
で
役
に
立
つ
戦
術

的
プ
ロ
セ
ス
も
、
社
会
事
情
や
人

心
の
論
理
の
違
う
日
本
で
は
そ
の

ま
ま
適
用
し
て
も
役
に
立
た
な
い
。

戦
術
は
具
体
的
で
、
違
っ
た
状
況

.

ニ
、
で
き
る
こ
と
を
や
る
の
で
で
き

な
い
こ
と
を
や
る
の
で
は
な
い
。

日
本
は
三
十
七
万
平
方
キ
ロ
の

土
地
に
一
億
一
千
七
百
万
と
い
、
つ

大
人
口
が
住
み
、
し
か
も
国
内
に

は
殆
ど
資
源
が
な
い
。
原
燃
料
を

世
界
中
に
求
め
、
こ
れ
を
加
工
し

て
製
品
に
し
、
一
部
を
輸
出
し
て

原
燃
料
の
支
払
い
に
あ
て
、
残
り

の
九
割
を
国
民
生
活
に
あ
て
る
と

い
、
つ
く
、
わ
し
方
で
あ
る
。
日
本
の

筆
者
の
略
歴

昭
和
十
三
午
東
大
法
学
部
卒
。

同
年
、
中
国
に
渡
る
。
昭
和
三
十
九

年
に
帰
国
、
以
後
、
情
勢
判
断
の
方

法
を
提
唱
し
、
日
本
経
済
・
国
際
情

勢
な
ど
に
関
す
る
広
い
戦
略
的
分
析

研
究
を
発
表
。
そ
れ
に
ょ
り
、
日
中

国
交
回
復
や
ア
ラ
プ
諸
国
と
の
経
済

交
流
に
深
く
寄
与
し
、
ま
た
食
糧
問

題
・
原
料
問
題
に
臨
み
、
独
自
の
実

験
場
を
設
立
し
、
農
業
観
念
の
根
本

転
換
を
提
起
す
る
な
ど
の
実
践
的
活

動
の
展
開
を
行
う
。
現
在
、
城
野
経

済
研
究
所
を
中
心
に
各
企
業
に
お
け

る
脳
力
開
発
を
目
的
と
し
て
、
全
国

各
地
で
の
講
演
・
各
教
育
研
修
会
な

ど
を
実
施
し
て
い
る
。

代
鵬
代

ー
ー
ー

7
 
3
 
8

6
 
7
 
-

7
 
2
 
2

)
)
)

3
 
6
 
4

3
 
(
(

(
 
5
 
7

2
 
3
 
3

4
 
4
 
4

フ
フ
フ

0
 
0
 
0

い
る

電
電
電

1
町

目
庄

丁
ノ
弱

1
 
圭
 
2

町
丹
町

条
市
田

二
山
谷

市
郡
市

良
和
駒

奈
大
生

店
店
店

寺
山
駒

西
郡
生

靴
、
.

暑

,
、
"

一

鄭
'

口
所
得
税

畷
,*

、

一
.

゛、平
亭

5

、
'

遭
、
亀

、
,

、゛

卑M
.「

ー
゛

出

第158号(第三種郵便物認可) 奈良会議所ニュース
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昭和56年H月10日(毎月1 回10日発行)

図三モヨ
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第'158号(第三種郵便物認可)

奈良商工会議所会館地階

略'゛

゛ゞV

奈良会議所ニュース

あなたの街の家具専門店
くっろぎのインテリアづくり

''

白衣・事務服・作業服
〔奈良県庁・奈良市役所指定業者〕

ぞりぞ,一症

昭和56年]]月10日(毎月1 回10日発行)

:自身の巣をもつという二とは・

フレストランノ、

C.ぞ二、《"
営業時間

(パプタイム
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9:00~22:00

17:00~22:0の
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工事のための停電にご協力を

,

'

"

通行量最大地点
東向商店街(旧会議所前)

'

^

電気を安定しておとどけするため、設備の増強工事、改
修工事などのときには最少限の範囲で停電のお願いをす
ることがあります。ご理解とご協力お願いいたします。

個
人
消
費
の
低
迷
を
反
映
一

昨
年
同
期
よ
り
一
割
減

急
速
な
人
口
増
加
と
共
に
大
型
店
舗
建
設
計
画
が
次
々
と
発
表
さ
れ
る

な
ど
奈
良
市
内
の
商
業
環
境
は
大
き
く
変
化
し
ょ
う
と
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
中
で
市
内
商
店
街
の
通
行
量
の
動
向
を
把
握
す
る
こ
と
に

よ
η
、
今
後
の
商
店
街
の
あ
り
方
、
商
店
街
活
動
の
一
助
と
す
る
目
的
で

毎
年
継
続
実
施
し
て
い
る
通
行
量
調
査
の
結
果
が
こ
の
ほ
ど
ま
と
ま
っ
た
。

以
下
は
調
査
結
果
の
概
要
で
あ
る
。

魅
力
あ
る
商
店
街
に

今
年
の
通
行
量
調
査
結
果
に
ょ
る

と
、
総
数
玲
地
点
)
三
五
五
一
八
一

人
で
対
前
年
度
比
マ
イ
ナ
ス
九
%
と

過
去
三
回
の
最
低
を
記
録
し
た
。
中

で
も
、
下
御
門
商
店
街
(
光
学
堂
前
)

で
日
曜
日
の
通
行
量
が
五
四
・
三
%

減
少
し
た
の
を
は
じ
め
、
三
条
通
商

店
街
(
南
都
銀
行
本
店
前
)
で
日
曜

日
で
三
0
・
一
%
と
大
幅
な
減
少
を

示
し
て
い
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
調
査
日
が
猛

暑
で
あ
っ
た
こ
と
も
一
因
と
考
え
ら

れ
る
が
、
全
般
的
に
個
人
消
費
が
低

迷
を
続
け
て
い
る
こ
と
に
あ
る
と
思

わ
れ
る
。

今
後
各
商
店
街
で
も
魅
力
あ

る
商
店
街
作
り
0
 
に
本
腰
を
入
れ
る

こ
と
が
望
ま
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

▽
調
査
実
施
機
関

奈
良
商
工
会
議
所

協
力
機
関

奈
良
県
立
奈
良
商
業
高
等
学
校

▽
調
査
概
要

①
調
査
日
時

八
月
二
日
・
三
日
・
何
れ
も
午

地
点
別
に
み
た
通
行
量
の
多
か
っ
た

地
点
及
び
少
な
か
っ
た
地
点
は
次
の

通
り
で
あ
る
。
(
両
日
の
総
数
・
(
)

内
対
前
年
度
比
)

▽
通
行
量
の
多
い
地
点

①
東
向
商
店
街
(
旧
商
工
会
議
所
前
)

三
九
一
五
三
人
(
日
五
・
一
%
)

②
二
条
通
商
店
街
(
ダ
イ
エ
ー
前
)

三
九
0
六
二
人
(
①
四
・
ハ
%
)

③
小
西
通
商
店
街
(
た
か
ら
美
容
院
前
)

三
六
九
六
九
人
(
●
一
九
・
五
%
)

④
西
大
寺
東
商
店
街
(
大
和
銀
行
前
)

三
二
七
四
九
人
(
今
十
一
・
五
%
)

⑤
東
向
商
店
街
(
寿
し
常
前
)

二
0
八
二
七
人
(
●
三
二
・
ハ
%
)

▽
通
行
量
の
少
い
地
点

①
富
雄
北
商
店
街
(
キ
タ
ダ
ビ
ル
前
)

三
六
八
八
人
(
④
三
・
ニ
%
)

②
下
御
門
商
店
街
(
光
学
堂
前
)

三
九
八
三
人
(
@
四
九
・
三
%
)

③
西
寺
林
商
店
街
(
光
学
堂
北
側
)

五
0
九
0
人
(
●
0
 
・
六
%
)

④
花
芝
商
店
街
(
タ
マ
ヤ
メ
ガ
ネ
前
)

七
九
五
八
人
(
①
七
・
ハ
%
)

前
十
時
1
午
後
六
時

②
調
査
地
点

玲
地
点

③
調
査
方
法

場
所
別
、
方
向
別
、
時
間
別
に

中
学
生
以
上
の
男
女
(
自
転
車

ミ
ニ
バ
イ
ク
含
む
)
を
計
測

門
シ
舮

.

t
ず
ー
ー
、
゛

⑤
学
園
前
S
 
・
 
C
 
(
近
畿
日
産
前
)

八
一
九
三
人
(
合
二
0
 
・
 
0
%
)

以
上
の
よ
う
に
通
行
量
の
多
い
地

点
は
駅
前
、
大
型
店
の
立
地
と
い
、
つ

轟.

集
客
施
設
を
ひ
か
え
た
地
域
と
い
ぇ

る
。

そ
の
他
の
各
地
点
に
お
け
る
通
行

量
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

▽
東
向
北
商
店
街
(
川
井
薬
局
前
)

一
六
一
一
三
四
人

▽
小
西
通
商
店
街
(
住
友
銀
行
西
側
)

一
三
六
四
一
人

▽
も
ち
い
ど
の
セ
ン
タ
ー
街
(
松
森

陶
器
店
前
)
一
九
八
七
四
人

▽
も
ち
い
ど
の
セ
ン
タ
ー
街
(
山
田

、
鳥

一
卓
鴫

■
,
'
◆
■
、

斑
゛

气

t
 
'
.
ー
ー

'゛
、'

゛
、
¥
.
一

,

1

、
 
L
;
轟
'
・
凄
i
,
遍
,
.
、
●

」
.

、
,
讐
轟
.

叉
・

(
時
間
帯
)

奈

,
.

.

.

.

(
時
間
帯
)

薬
局
前
)
九
三
二
五
人

▽
二
条
通
商
店
街
(
南
都
銀
行
本
店

前
)
二
0
二
三
七
人

▽
三
条
通
商
店
街
(
第
一
生
命
前
)

一
七
七
六
五
人

▽
三
条
通
商
店
街
(
第
一
勧
銀
前
)

一
七
四
九
一
人

▽
西
大
寺
S
 
・
 
C
(
近
商
ス
ト
ア
前
)

一
一
一
六
四
人

▽
富
雄
ユ
ニ
ー
ド
前
名
店
街
(
亀
田

ビ
ル
前
)
一
三
五
九
0
人

゛
,
.

」
,

、
門
.

＼
,

、
,
.

゛

烹

、
ー

■、
.

.
"

、

纂
"魚

、

6

凡
1

゛
'
f
レ

辧
'
鬼
、

.
■

顎

U
硬

壷

1
y

1
◆

虐
,

(
時
問
帯
)

(
時
間
萱

(
時
間
帯
)
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冒
、
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ハ
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、
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時
^
ゞ
、
:
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、
ト
゛
S
免
、
が
〆
:
江
.
J

円
月
購
師
例
会
開
催
さ
れ
る

青
年
部
は
、
去
る
W
月
お
日
閃
、

全
日
本
女
子
バ
レ
ー
ポ
ー
ル
チ
ー
ム

総
監
督
の
、
小
島
孝
治
氏
を
お
紹
き

し
、
講
師
例
会
を
開
催
し
た
。

講
師
は
、
テ
レ
ビ
等
で
も
ご
存
じ

の
通
り
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
代
表
選
手

を
始
め
数
々
の
国
際
的
レ
ベ
ル
の
選

手
を
育
て
て
こ
ら
れ
た
方
で
あ
り
、

そ
の
血
昌
畠
な
体
験
の
中
か
ら
、
経
営

者
に
必
要
な
、
社
員
の
教
育
、
育
成
等

の
人
事
管
理
面
の
参
考
に
な
る
様

「
教
、
え
る
者
と
、
教
、
え
ら
れ
る
者
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
、
ご
講
話
い
た
だ

事
の
重
要
性
は
、
企
業
経
営
に
お
い

て
も
同
じ
で
あ
ろ
、
フ
と
話
さ
れ
た
。

指
導
に
関
し
て
は
、
バ
レ
ー
ポ
ー
ル

の
選
手
寿
命
は
、
五
年
し
か
な
く
、

最
初
の
一
年
間
は
、
挨
拶
や
態
度
の

指
導
を
含
め
た
基
本
練
習
を
徹
底
的

に
行
う
が
、
こ
の
間
は
、
選
手
に
と

つ
て
、
練
習
さ
せ
ら
れ
て
い
る
と
い

う
受
身
の
時
期
と
な
る
。
し
か
し
、

バ
レ
ー
ポ
ー
ル
を
,
や
ろ
、
つ
0
 
と
い

う
気
持
を
、
 
2
年
目
以
降
に
持
た
せ

る
為
に
は
、
非
常
に
重
要
な
時
期
で

あ
る
。ま

た
、
指
導
者
の
役
割
に
つ
い
て
、

指
導
老
は
、
選
手
の
個
性
に
合
っ
た

ア
ド
バ
イ
ス
が
出
来
る
様
に
、
出
来

る
だ
け
多
く
の
、
教
之
方
や
ヒ
ン
ト

等
の
情
報
を
、
最
も
遠
回
り
し
て
集

収
し
、
そ
れ
を
最
短
距
馳
で
選
手
に

伝
え
、
体
得
さ
せ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な

選
手
の
理
解
が
遅
い
と
か
、
技

0

い術
の
向
上
が
無
い
の
は
、
選
手
よ
り
、

指
導
者
に
問
題
が
あ
る
場
合
が
多
い
。

監
督
は
、
コ
ー
チ
よ
り
も
、
又
、

コ
ー
チ
は
、
選
手
よ
り
も
、
情
熱
を

持
ち
、
ど
の
様
に
ア
ド
バ
イ
ス
す
べ

き
か
を
常
に
考
え
、
時
に
は
、
自
分

で
手
本
を
見
せ
る
べ
き
で
あ
る
。

そ
の
様
な
中
で
、
相
互
信
頼
が
生

れ
、
チ
ー
ム
作
り
が
出
来
る
の
で
あ

る
。
こ
の
事
は
、
企
業
経
営
に
お
い

て
も
全
く
同
じ
で
あ
る
事
を
強
調
し

結
び
と
さ
れ
た
。

.
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叶
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¥
.
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"
ー
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J
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"
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-
.
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:
:
.
Ξ
:
ー
、
,
〒
;
ー
゛
ー
、
:
.
ー
、
 
U
 
.
 
1
 
N
 
や
ー
ー
'
ー
.
 
1
 
Y

一
一
葬
好
目
無
都

り
"
り
"
リ
U
リ
.
"
N
 
い
.
 
Y
U
 
、
1
Y
 
V
1
り
Y
?
卸
V
J
゛
'
 
r
.
Y
ル
了
V
'
ー
.

」
一
ι
;
」
'
尋
吋
?
一
ン
、
冒
ー
コ
圖
゛
ー

」
.
 
1
 
■
,
ー
.
 
1
 
三
司
、
冒
三
'
、
●
冒
三
冒
、
冒
 
1
 
、

そ
の
中
で
、
講
師
は
、
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
以
来
、
わ
が
国
の
バ
レ
ー

ポ
ー
ル
競
技
人
口
は
、
急
速
に
増
加

し
、
現
在
は
、
四
六
0
万
人
に
も
達

し
て
い
る
が
、
国
際
試
合
に
お
い
て

は
、
選
手
の
体
格
や
、
生
活
様
式
の

差
に
ょ
っ
て
、
非
常
に
大
き
な
ハ
ン

デ
ィ
が
あ
る
。
そ
の
様
な
条
件
下
で
、

世
界
に
通
用
す
る
選
手
を
育
て
る
為

に
は
、
指
導
者
及
ぴ
選
手
の
バ
レ
ー

ポ
ー
ル
に
か
け
る
情
熱
や
信
頼
を
基

に
し
て
、
技
術
研
究
や
、
練
習
を
重

ね
る
以
外
に
方
法
は
な
く
又
、
こ
の

十
月
例
会
開
催

十
月
十
三
日
働
正
午
よ
り
二
時

ま
で
、
奈
良
大
学
・
講
師
・
池
田
未

則
氏
を
招
い
て
「
大
和
の
地
名
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
、
講
師
を
聞
い
た
。

地
名
の
い
わ
れ
を
わ
か
り
や
す
く
講

話
さ
れ
講
師
会
加
者
も
熱
が
入
り
、

三
十
分
時
間
延
長
さ
れ
て
終
り
ま
し

た
。

事
会
を
へ
て
決
定
さ
れ
ま
す
。

施
設
は
緑
と
花
の
シ
ッ
ク
な
雰
囲

気
の
中
に
そ
れ
ぞ
れ
の
社
交
と
娯
楽

の
設
備
を
と
と
の
え
て
ご
入
会
を
お

待
ち
致
し
て
お
り
ま
す
。

ご
入
会
に
は
入
会
金
五
十
万
円

が
必
要
で
、
年
会
費
五
万
円
を
お
支

払
頂
き
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
当

友
好
倶
楽
部
事
務
局
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
(
T
E
L
⑳
七
0

九
0
)

今
後
の
予
定

旅
行
会
の
開
催

と
き
、
十
一
月
十
五
日
、
十
六
日

行
き
先
き
、
熊
本
、
長
崎
方
面

参
加
費
、
三
万
円

詳
細
は
ご
案
内
を
差
し
上
げ
て
お

り
ま
す
。会

員
募
集
中

当
倶
楽
部
は
、
昭
和
五
十
一
年
五

月
、
社
交
の
改
善
と
文
化
的
寄
与
を

は
か
る
た
め
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

会
貝
に
な
る
に
は
、
会
貝
二
名
以

上
の
推
薦
に
ょ
り
会
員
委
貝
会
理

同
好
会
だ
よ
り

◎
囲
碁
同
好
会
毎
週
木
曜
日
に

中
嶋
政
勝
氏
を
講
師
に
午
後
五
時

三
十
分
よ
り
、
開
催
し
て
い
る
。

初
心
者
の
方
も
お
気
軽
に
ど
う
ぞ

◎
詩
吟
同
好
会
月
三
回
金
曜
日
に

岩
間
大
典
氏
を
講
師
に
午
後
五
時

三
0
分
よ
り
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

初
心
者
の
方
も
お
気
軽
に
ど
ぅ
ぞ

〔
計
報
〕

当
倶
楽
部
会
貝
株
式
会
社
・
垣

内
商
会
、
代
表
取
締
役
垣
内
成
元

氏
が
、
十
月
十
七
日
逝
去
さ
れ
ま
し

た
。
つ
つ
し
ん
で
、
お
悔
や
み
申
し

上
げ
ま
す
。

好
況
で
も
売
れ

な
い
商
品
が
あ
る

か
と
思
之
ぱ
、
不

況
で
も
売
れ
る
商

品
か
あ
る
。
こ
れ

は
、
ど
ん
な
商
品

は
関
係
の
な
い
、

そ
れ
ぞ
れ
固
有
の
ハ
ヤ
リ
ウ
サ
リ
の

サ
イ
ク
ル
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
丁

度
人
間
が
生
れ
て
成
長
し
成
熟
し

や
か
て
老
衰
し
、
一
生
を
終
え
る
よ

う
に
、
商
品
も
市
場
に
生
れ
出
て
、

成
長
し
成
熟
し
、
や
が
て
衰
退
し
て

市
場
か
ら
消
え
て
ゆ
く
。
こ
の
よ
う

に
新
商
品
が
市
場
に
導
入
さ
れ
て
か

ら
次
第
に
普
及
し
て
そ
の
販
売
を
拡

大
し
、
や
が
て
競
争
商
品
や
代
替
商

品
の
出
現
に
ょ
っ
て
市
場
か
ら
姿
を

消
す
ま
で
の
過
程
を
商
品
の
ラ
イ
フ

サ
イ
ク
ル
(
烹
Φ
選
0
]
ゆ
)
ま
た
は

プ
ロ
ダ
ク
ト
・
サ
イ
ク
ル
(
又
0
曾
又

選
0
-
Φ
)
と
い
、
つ
。
こ
の
過
程
の
長

さ
は
商
品
に
ょ
っ
て
違
う
。
フ
ラ
フ

ー
プ
や
ボ
ー
リ
ン
グ
の
よ
う
に
短
期

な
も
の
か
ら
自
動
車
や
パ
チ
ン
コ
の

よ
、
つ
に
長
期
に
わ
た
る
も
の
も
あ
る
。

し
か
し
今
日
は
「
新
製
品
の
時
代
」

で
、
つ
ぎ
か
ら
つ
ぎ
へ
と
新
し
い
タ

イ
プ
の
製
品
が
市
場
に
送
り
出
さ
れ

商
品
の
新
旧
交
替
が
は
げ
し
く
、
一

般
に
、
商
品
の
ラ
イ
フ
・
サ
イ
ク
ル

は
短
縮
化
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
。

才
n
1
九
て
●

健
康
と
若
さ
を
保
つ

イ
ン
ペ
ッ
ク
ス
栄
養
補
助
食
品

小
麦
脛
芽
油
・
プ
ロ
テ
ィ
ン
・
プ
ル
ー
ン

こ
の
よ
、
つ
に
ラ
イ
フ
・
サ
イ
ク
ル

の
期
間
は
、
商
品
に
ょ
っ
て
異
な
り

ま
た
短
縮
化
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
か

ど
ん
な
場
合
に
も
つ
ぎ
の
四
段
階

(
ま
た
は
五
段
階
)
に
分
け
ら
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
導
入
期
←
成
長
期
(
五

段
階
の
場
合
は
、
成
長
期
を
前
期
と

後
期
に
)
←
成
熟
期
←
衰
退
期
と
い

う
四
つ
の
段
階
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ

の
段
階
の
商
品
の
特
徴
は
次
の
と
お

り
で
あ
る
。

①
導
入
期
商
品
1
新
製
品
が
開
発
さ

れ
市
場
に
送
り
出
さ
れ
る
が
、
一

~

》
窃
、
?
ψ
1

少
才
y

格
は
低
下
傾
向
を
た
ど
る
。

④
成
熟
期
商
品
1
需
要
以
上
に
生
産

能
力
が
増
え
、
市
場
は
飽
和
し
は

ビ
め
る
。
競
争
か
激
し
く
な
り
、

利
益
率
が
下
が
る
。
ち
ょ
つ
と
の

不
況
で
も
敏
感
に
反
映
し
て
、
売

上
量
も
利
益
も
下
が
る
。

⑤
衰
退
期
商
品
1
競
争
商
品
代
替

商
品
が
現
わ
れ
て
、
こ
の
商
品
へ

の
需
要
が
減
退
し
、
販
売
白
更
利

益
は
下
降
の
一
途
を
た
ど
る
。
そ

し
て
遂
に
は
採
算
が
と
れ
な
く
な

つ
て
、
こ
の
商
品
は
市
場
か
ら
姿

ノ,
(

お
好
み
呉
服

検
討
し
よ
う

商
品
の
ラ
イ
フ
・
サ
イ
ク
ル

ノ

茂
戸

果
せ
る
か
な
、
昨
今
は
、
売
上
げ

は
伸
び
な
い
ぱ
か
り
で
な
く
利
益

率
は
低
下
し
、
不
況
時
の
落
ち
こ
み

が
強
く
て
好
況
時
の
上
昇
は
鈍
く
な

つ
て
い
る
。
こ
の
よ
、
つ
な
時
代
に
は

製
品
ま
た
は
取
扱
い
商
品
の
ラ
イ
フ

サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
慎
重
な
検
討

か
必
要
と
な
る
。

す
な
わ
ち
、
メ
ー
カ
ー
の
場
合
は
成

熟
期
に
あ
る
製
品
を
新
し
い
観
点
か

ら
改
良
し
た
り
改
善
し
た
り
し
て
、

再
び
成
長
期
に
戻
す
努
力
か
、
流
通

関
係
業
者
の
場
合
は
そ
の
商
品
構
成

で
、
衰
退
期
商
品
を
切
り
捨
て
成
長

期
商
品
に
切
り
か
え
だ
け
で
な
く
、

成
長
期
商
品
や
導
入
期
商
品
の
ウ
エ

イ
ト
を
高
め
る
よ
う
配
車
る
こ
と
が

肝
要
で
あ
る
。

奈
良
西
寺
林
商
店
街

伽
1
 
2
3
1
-

、
(

般
の
理
解
度
や
購
買
欲
な
ど
が
い

ま
だ
低
く
、
販
売
目
至
の
増
加
は
緩

慢
で
あ
る
。
主
に
高
額
所
得
層
へ

販
売
か
集
中
す
る
傾
向
が
あ
る
。

②
成
長
前
期
商
品
1
販
売
量
が
次
第

に
増
加
し
、
販
売
業
者
も
増
加
す

る
。
販
売
は
高
所
得
者
中
心
に
、

順
次
中
所
得
層
へ
進
む
。
利
益
も

増
加
す
る
。

③
成
長
後
期
商
品
1
販
売
量
は
急
速

に
増
加
し
、
商
品
か
大
衆
化
す
る
。

製
品
の
モ
デ
ル
チ
エ
ン
ジ
が
多
く

な
る
。
市
場
か
細
分
化
さ
れ
、
価

f
 
之
ち

を
消
す
。

現
在
は
、
多
く
商
品
が
成
熟
期
に

あ
る
時
代
と
い
わ
れ
る
。
い
ま
存
在

し
て
い
る
無
数
の
商
品
の
う
ち
、
か

つ
て
は
圧
倒
的
多
数
が
成
長
期
に
あ

つ
た
の
が
、
現
在
で
は
そ
の
大
部
分

が
成
熟
期
に
入
っ
た
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。

し
た
が
っ
て
一
部
分
は
ま
だ
成
長
期

あ
る
も
の
も
あ
り
、
ま
た
、
既
に
成

熟
期
を
お
力
り
衰
退
期
に
入
っ
た
も

の
も
あ
る
と
い
、
つ
わ
け
だ
。

中
小
企
業
診
断
士

井
上
誠
逸

ノヨ
益手ミ

一

に
も
好
・
不
況
と

い
た

、
一

一

＼
一

~

売
上
高
、
費
用
、
利
益
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ミ
ミ
ミ
ミ
冬
ミ
ミ
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青
色
申
告
で
明
る
い
経
営

記
帳
は
収
支
日
計
式
帳
簿
で
O
K
中

山
ι
、
.
中

ー
ー
ー
侭
§
侭
唱
冬
1
1
侭
迅
邪

商
売
な
ど
を
し
て
い
る
人
の
所
得
税
は
、
納
税
者
が
自
分
で
所
得
や
税

額
を
計
算
し
て
、
申
告
し
納
税
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
0
 
こ
の
所
得

税
の
申
告
を
す
る
た
め
に
、
青
色
申
告
制
度
を
利
用
し
て
毎
日
の
取
引
を

帳
簿
に
つ
け
、
そ
の
帳
簿
に
基
つ
い
て
正
確
に
所
得
や
税
額
を
計
算
し
て

申
告
す
る
人
は
、
所
得
計
算
の
面
な
ど
で
、
い
ろ
い
ろ
有
利
な
取
扱
い
が

受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
青
色
申
告
制
度
を
利
用
す
る

と
税
金
面
で
有
利
に
な
る
と
い
う
だ

け
で
な
く
、
帳
簿
を
つ
け
る
こ
と
に

よ
っ
て
経
営
の
内
容
や
資
金
繰
り
、

在
庫
な
ど
の
状
況
が
よ
く
分
か
り
、

経
営
の
合
理
化
に
も
役
立
つ
こ
と
か

ら
、
現
在
で
は
商
売
を
し
て
い
る
人

の
半
数
以
上
が
青
色
申
告
を
し
て
い

ま
、
す
。し

か
し
、
青
色
申
告
が
よ
く
分
か

ら
な
い
た
め
、
ま
だ
、
こ
の
制
度
を

利
用
し
て
い
な
い
と
い
う
人
も
多
い

の
で
、
、
青
色
申
告
の
特
典
や
手
続
な

ど
に
う
い
て
説
明
し
ま
し
ょ
、
つ
。

青
色
申
告
を
す
る
こ

と
が
で
き
る
人
は
?

所
得
税
法
で
は
、
所
得
を
、
利
子
、

配
当
、
不
動
産
、
事
業
、
給
与
、
退

職
、
山
林
、
譲
渡
、
一
時
、
雑
の
十

種
類
に
区
分
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の

う
ち
、
不
動
産
所
得
、
事
業
所
得
、

山
林
所
得
に
つ
い
て
青
色
申
告
が
で

き
ま
す
。

課
税
」
を
選
択
し
た
と
き
は
、
こ
の

控
除
は
で
き
ま
せ
ん
。

②
青
色
専
従
者
給
与

事
業
を
営
ん
で
い
る
人
と
生
計
を

一
緒
に
し
て
い
る
配
偶
者
や
十
五
歳

以
上
の
親
族
で
、
そ
の
事
業
に
専
ら

従
事
し
て
い
る
人
に
支
払
っ
た
給
与

は
、
必
要
経
費
に
な
り
ま
す
。
た
だ

し
、
給
与
の
額
は
、
仕
事
の
内
容
や

従
事
の
程
度
収
益
の
状
況
な
ど
に

照
ら
し
ふ
さ
わ
し
い
額
で
あ
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

③
貸
倒
引
当
金

売
掛
金
や
貸
付
金
な
ど
の
貸
倒
れ

に
ょ
る
損
失
に
備
之
て
、
そ
の
年
の

未
日
現
在
の
売
掛
金
や
貸
付
金
の
額

の
五
・
五
ハ
ー
セ
ン
ト
(
金
融
業
は

三
・
三
。
ハ
ー
セ
ン
ト
)
ま
で
の
金
額

を
、
貸
倒
引
当
金
と
し
て
必
要
経
費

に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

④
価
格
変
動
準
備
金

商
品
な
ど
の
価
格
の
低
落
に
ょ
る

損
失
に
備
え
て
、
昭
和
五
十
五
年
分

に
お
い
て
は
、
そ
の
年
の
未
日
現
在

の
商
品
な
ど
の
た
な
卸
高
の
一
・
四

。
ハ
ー
セ
ン
ト
(
特
定
商
品
に
つ
い
て

は
四
・
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
)
ま
で
の
金

額
を
、
価
格
変
動
準
備
金
と
し
て
必

要
経
費
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

⑤
「
み
な
し
法
人
課
税
」
の
選
択

事
業
所
得
者
や
、
事
業
と
い
え
る

規
模
で
家
や
士
地
な
ど
を
貸
付
け
て

い
る
不
動
産
所
得
者
は
、
所
得
か
、
わ

事
業
主
報
酬
の
額
を
控
除
し
て
税
額

を
計
算
す
る
な
ど
、
法
人
と
同
ヒ
よ

う
な
課
税
方
式
に
な
る
「
み
な
し
法

不
動
産
所
得
と
は
、
家
や
士
地
な

ど
の
貸
付
に
ょ
る
所
得
で
す
。

事
業
所
得
と
は
、
農
業
漁
業

製
造
業
、
卸
売
業
、
小
売
業
サ
ー

ビ
ス
業
な
ど
の
事
業
か
ら
生
ず
る
所

得
を
い
い
ま
す
。
医
療
保
健
業
や
著

述
業
に
ょ
る
所
得
も
含
ま
れ
ま
す
。

山
林
所
得
と
は
、
五
年
を
超
え
て

持
っ
て
い
た
山
林
を
、
代
採
し
て
譲

渡
し
た
り
、
立
木
の
ま
ま
讓
渡
し
た

こ
と
に
ょ
る
所
^
を
い
い
ま
す
。

青
色
申
告
に
は

多
く
の
特
典
が

青
色
申
告
を
す
る
人
は
、
所
得
計

算
の
面
な
ど
で
、
い
ろ
い
ろ
有
利
な

取
扱
い
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、
主
な
も
の
に
は
次
の

も
の
が
あ
り
ま
す
。

①
青
色
申
告
控
除

青
色
申
告
を
し
て
い
る
人
は
、
一

律
に
最
高
十
万
円
を
所
得
金
額
か
ら

控
除
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ

し
、
⑤
で
説
明
す
る
「
み
な
し
法
人

人
課
税
」
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

⑥
純
損
失
の
繰
越
し
と
繰
戻
し

事
業
所
得
な
ど
の
損
失
に
ょ
り
純

損
失
が
生
ヒ
た
と
き
に
は
、
そ
の
損

失
額
を
翌
年
以
降
三
年
間
に
わ
た
っ

て
、
順
次
各
年
の
所
得
か
ら
差
引
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
前
年
も
青
色
申
告
を
し
て

い
る
場
合
は
、
そ
の
純
損
失
額
を
前

年
の
所
得
か
ら
控
除
し
、
既
に
納
め

て
い
る
前
年
分
の
所
得
税
の
還
付
を

受
け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

卯
万
円
の
所
得
の
人
で

約
稔
万
円
も
の
節
税
に

青
色
申
告
を
す
る
と
、
税
金
は
ど

の
く
ら
い
{
女
く
な
る
か
、
例
を
あ
げ

て
説
明
し
ま
し
ょ
、
つ
。

昭
和
五
十
五
年
分
の
所
得
金
額
が

青
色
申
告
の
特
典
な
ど
を
受
け
る
前

で
三
百
万
円
、
妻
に
対
す
る
専
従
者

給
与
七
十
万
円
年
末
の
売
掛
金
五

十
万
円
、
年
末
の
た
な
卸
商
品
百
万

円
、
扶
養
親
族
は
子
供
二
人
の
営
業

者
の
場
A
口
、
青
色
申
告
を
す
る
と
、

所
得
税
は
お
よ
そ
六
万
円
も
安
く
な

り
ま
す
。

ま
た
、
所
得
税
だ
け
で
な
く
、
住

民
税
や
事
業
税
も
安
く
な
り
ま
す
の

で
、
そ
れ
ら
を
合
せ
る
と
、
青
色
申

告
を
し
て
い
な
い
人
の
税
金
は
約
三

十
三
万
円
で
す
が
、
青
色
申
告
を
し

て
い
る
人
の
税
金
は
約
二
十
一
万
円

と
な
り
、
お
よ
そ
十
二
万
円
も
安
く

な
り
ま
す
。

@
こ
の
計
算
例
は
「
み
な
し
法
人

課
税
」
を
選
択
し
て
い
な
い
も
の
と

し
て
計
算
し
た
も
の
で
す
。

青
色
申
告
の
申
請
は

所
轄
の
税
務
署
へ

昭
和
五
十
六
年
分
か
ら
青
色
申
告

を
し
ょ
う
と
す
る
人
は
、
昭
和
五
十

六
年
三
月
十
六
日
ま
で
に
「
青
色
申

告
承
認
申
請
書
」
を
税
務
署
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
書
の
用
紙
は

税
務
署
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

な
お
、
昭
和
五
十
六
年
一
月
十
六

日
以
後
に
新
し
く
開
業
し
た
人
は
開

業
の
日
か
ら
二
か
月
以
内
に
申
請
す

れ
ば
よ
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

イ

記
帳
は
簡
単
ノ
.
収
支

日
計
式
帳
簿
で
O
K

青
色
申
告
を
す
る
人
は
、
毎
日
の

収
入
支
出
を
家
計
簿
式
に
記
入
す
る

収
支
日
計
式
簡
易
帳
簿
で
記
帳
す
れ

ぱ
よ
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
帳
簿
は
手
軽
に
記
帳
が
で
き
、
専

門
的
な
簿
記
の
知
識
が
な
く
て
も
、

記
帳
の
ル
ー
ル
が
容
易
に
理
解
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

帳
簿
の
つ
け
方
や
決
算
の
仕
方
な

ど
に
つ
い
て
わ
か
ら
な
い
と
き
は
、

当
所
中
小
企
業
相
談
所
ま
で
お
問
い

合
せ
く
だ
さ
い
。
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第 158号(第三種郵便物認可)

一無担保・無保証人一
本融資制度は、奈良商工会議所の経営指導を受けて経営改善し、事

業を発展させようとお考えの方々に、必要な小口の事業資金を、商工
会議所会頭の推薦で国民金融公庫より無担保・無保証人でお貸しする
ものです。
貸付対象/常時雇用する従業貝の数が、商業・サービス業で

は 5 人以下、製造業その他では20人以下の企業で
あること。 (注)環境衛生業秘(飲食店、理・
美容店、クリーニング店など)の方は運転資金に
限られます。尚、設備資金については環境衛生金
融公庫の小企業設備改善資金が受けられます。

資金使途/設備資金・運転資金
貸付限度額/350万円(内運転資金300万円以内)

率/年7.0%利
済期限/設備 4年以内返

奈良会議所ニュース

担保・保証人/不要(信用保証恊会の保証もいりません)
貸出機関/国民金融公庫
難本制度についてのお問い合せは当所中小企業相談所

(TE上⑳6222q勺まで。)

運転 3年以内

昭和56年11月10日(毎月1 回10日発イ予

必要に応じ6ケ月以内の据
置きの取扱可均等償還
必要に応じ6ケ月以内の据
置きの取扱可均等償還

大販店

進学されるお子さまを、お持ちの:家庭に

▼ご利用いただける方一・・一高校、高専、短大、大学等へ、
進学される方のご父母。
一世帯あたり50万円以内。

詳しいことは、国民金融公喧または最寄りの金融機関へ

国民金融公庫奈良支店6mⅡ柁加卿

▼ご融資額一・・・
お手続きは簡単でt。
奈良市内侍鳳町51-1

国の進学口ーン

第158号(第三種郵便物認可)

◎年末資金のお申込はお早目に/
◎:存知ですか?
ご融資の限度額は 1,800万円、ご触資期間は運転資金
5年以内、設備資金7年以内(特定の設備については
限度額 2,700万円、期間10年以内)となっています。
また業種・使途により 3,000万円までご利用いただけ
る特別貸付制度もあります。

くわしくは
奈良市内侍原町51-1 国民金融公庫奈良支店

電話 0742-23-804ほでお問合せ下さい。

奈良会議所ニュース

良市橋本町36奈
E L 0742 (23) 3 1 3 1 (代)T

大阪市天王寺区上本町6丁目6番1号
TEL 06(フ7D4501・4996

("
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多色美術印刷・書籍・新聞印刷・包装・帳票印刷

目う共殉墻版印扉り井朱乳會粒

本社工場
東京工嶋
大販工場

会長近東弘
牡長近東宏

奈良市三条大路2丁目2番6号
東京都荒川区東日薯里5丁目6-4
阪市南区竹屋町7番地

電話 0742-33-1221番
電話 03-802-4741番
電話 06-271-7951番

大蔵省印刷局指定
奈良県官報販売所
政府刊行物奈良サービス・ステーション
T E L 0742 (22) 8 8 4 4 (専用)

■綴奈良明新社
本社


